
 

 青学大２回戦で今シーズン初となるスタメンマスクを被った高

橋。「投手が得意なボールを生かすことを心掛けている」と自身の

リードの持ち味を語り、それは徐々に結果として表れ始めている．

青学大戦ではコースを突く強気なリードで投手陣の自責点を０に

抑えた。 

チームの失策が多い状況でも投手を支え、強気の配球で最少失点

に食い止める。新たな「女房役」として、そのリードに大きな期待

がかかる。(副嶋大悟) 

 

【駒大―中大】      【青学大－拓大】 

駒大○●●(５勝７敗.４１７) 青学大○○ (４勝６敗.４００)→青学最下位 

駒大○●●(５勝７敗.４１７) 青学大○○●(４勝７敗.３６４)→青学最下位 

駒大●● (４勝７敗.３６４) 青学大○○●(４勝７敗.３６４)→同率 

駒大●● (４勝７敗.３６４) 青学大○○ (４勝６敗.４００)→駒大最下位 

↓５月１９日現在↓ 

勝 負 点 勝率 

４ 駒 大  ４ ５ ２ .４４４ 

５ 中 大  ３ ６ ２ .３３３ 

６ 青学大 ２ ６ １ .２５０ 

 

リーグ戦もいよいよ大詰め。第６週を終え、各チーム残るは１カードとなった。優勝の可能性が残る亜大と国

学大は最終週に直接対決を迎える。 

一方、最下位争いは駒大、中大、青学大の３チームに絞られた。駒大と中大は直接対決。駒大は１勝すれば、

中大は勝ち点を取ることが出来れば残留が決まる。青学は勝ち点+駒大の勝ち点で残留が決まる。 

 リーグ戦序盤、上位争いをしていた駒大も気付けば最下位争いに。前週が始まる前までは最下位の青学

大にも優勝の可能性が残っていた。春の「戦国東都」はどんな結末を迎えるのだろうか…。 
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